
真舟小学校学校経営方針

「自立する力」と「共生する姿勢」を身につけた児童の育成
木更津市学校教育＜新木更津プラン＞

＜真舟小学校 学校教育目標＞

自分の力で考え、行動する児童の育成
～社会の中でより良く生きていける力を育てる～

めざす児童像

重 点 目 標

具体的な方策

○ 自分の考えを持ち、
表現する子

○ 学習意欲を高める
授業改善の推進

・ 学習規律の早期徹底と維持

・ 主体的、対話的で深い学び
の実現

・特別支援教育の充実

・読書活動の推進

・ ＭＭタイムの計画的な運用

・ ４～６年生の教科担任制の
推進

・ １、２年生の外国語授業の
充実

・ ２、３年生のドリルタイムの
実施

・ いじめのない学級学年集団
作り

・ 異学年交流の推進

・ 道徳教育（人権教育）の充実

・自分と相手を大切にする
　人間関係作り

・ 自己肯定感を高める言葉かけ

・ 黙働清掃の徹底

・ 長期欠席児童対応の取り組
みの強化

・ 外遊びや体力作りの推進

・ 体育授業の工夫・改善

・ 日常指導、及び避難訓練を
通した安全教育の推進

・ 登校時の安全見守り組織の
充実

・ 学校施設の日常的な安全点検

・ 健康的な生活習慣の定着

・ 食に関する指導の充実

○ ちがいを認め、
　自他を大切にする子

○ 自他を大切にする
　心の育成 

○ 心身を鍛え、
　チャレンジする子

○ 健康・安全意識の高揚と
　危機管理能力の向上

家庭・地域から信頼される魅力ある学校づくり
〇家庭・地域との連携　〇ホームページ・連絡メール・便り等による情報発信
〇学校支援ボランティアやＰＴＡ活動を基盤とする安心安全な学校環境の整備


